
里
山
環
境
の
再
生
モ
デ
ル
と
し
て
の
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
の
可
能
性

�
～
仰
木
八
王
寺
山
農
業
小
屋
（
交
流
施
設
）
の
自
力
建
設
を
通
し
て
～

�

大
岩
　
剛
一
・
大
原
　
歩
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は
じ
め
に
（
研
究
の
概
要
と
目
的
）（
担
当
：
大
岩
）�

　

成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
に
お
け
る
近
江
学
研
究
「
里
山
～

水
と
暮
ら
し
」
が
始
ま
っ
た
の
は
二
〇
一
〇
年
度
で
あ
る
。
本
研
究
は
、

そ
の
第
一
期
「
水
系
か
ら
み
る
集
落
の
空
間
構
成
・
景
観
要
素
に
関
す
る

研
究
と
聞
き
取
り
調
査
―
大
津
市
仰
木
地
区
―
」
の
成
果
を
受
け
、
第
三

期
「
仰
木
八
王
寺
山
“
地
域
交
流
拠
点
”
自
力
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

す
る
研
究
」
と
し
て
二
〇
一
二
～
一
三
年
度
に
か
け
て
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

近
年
、仰
木
地
区
〔
註
１
〕
で
は
一
部
地
域
住
民
に
よ
る
棚
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
や
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
等
の
保
全
活
動
が
進
み
、
近
郊
都

市
か
ら
の
参
加
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
と
連
携
し
た
研
究
活
動

や
里
山
保
全
活
動
、
地
場
産
野
菜
の
販
売
に
よ
る
地
域
へ
の
発
信
の
試
み

も
始
ま
っ
て
お
り
、
地
元
で
の
活
動
を
広
げ
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

創
造
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
本
研
究
は
こ
れ

を
受
け
、
上
仰
木
地
区
の
「
八
王
寺
組
」（
第
一
章
一-

一
参
照
）
が
進
め

て
い
る
地
域
活
性
化
活
動
「
仰
木
自
然
文
化
庭
園
構
想
」
の
一
環
と
し
て

の
小
屋
（
拠
点
）
づ
く
り
に
協
力
す
る
か
た
ち
で
行
っ
た
。

　

研
究
の
内
容
は
「
地
域
の
素
材
研
究
、
及
び
そ
の
成
果
を
生
か
し
た
建

里
山
環
境
の
再
生
モ
デ
ル
と
し
て
の
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
の
可
能
性

�

～
仰
木
八
王
寺
山
農
業
小
屋
（
交
流
施
設
）
の
自
力
建
設
を
通
し
て
～

�

大
岩
剛
一
・
大
原
　
歩

•••••••••••••••••••••••••••••••
Title :

The Potential of Straw-Bale Houses as a Model in the Regenera-
tion of the Environment of“Satoyama”

Summary : 
Here I will report on my work in the rural community of Kamiogi 
in Otsu City, Shiga Prefecture. The theme of my work is the con-
necting of people, nature and region through the construction of 
straw-bale houses by the residents themselves.
•••••••••••••••••••••••••••••••
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築
・
景
観
計
画
の
提
案
と
建
設
の
監
修
」、
そ
し
て
八
王
寺
組
が
主
体
と

な
っ
て
進
め
る
「
自
力
建
設
の
報
告
と
そ
の
成
果
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
近

江
学
研
究
第
一
期
、二
期
の
研
究
成
果
で
あ
る「
暮
ら
し
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
か
た
ち
」
の
具
現
化
で
あ
り
、
大
学
（
本
研
究
所
と
学
生
）
と
地
域
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
行
う
、
地
域
に
根
ざ
し
た
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創

出
の
た
め
の
実
践
的
な
研
究
活
動
で
あ
る
。
同
時
に
、
私
が
一
九
九
九
年

来
研
究
を
続
け
て
い
る
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
（straw

-bale 
house

）
が
、
温
熱
環
境
面
の
み
な
ら
ず
、
人
と
自
然
と
地
域
を
つ
な
ぐ

里
山
再
生
の
建
築
モ
デ
ル
と
し
て
有
効
で
あ
る
か
を
問
う
研
究
で
も
あ
る
。

　

ま
た
本
研
究
は
、
二
〇
一
二
年
度
に
担
当
し
た
本
学
学
生
対
象
の
半
期

ご
と
の
授
業
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
実
習
Ａ
３
」（
前
期
）
お
よ
び
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
実
習
Ａ
４
」（
後
期
）
と
し
て
行
い
、
二
〇
一
三
年
度

は
永
江
弘
之
准
教
授
担
当
の
同
実
習
に
特
別
講
師
と
し
て
協
力
し
た
。

〔
註
１
〕
大
津
市
北
部
、
比
叡
山
か
ら
琵
琶
湖
の
西
岸
へ
と
伸
び
る
雄
大

な
山
麓
の
中
間
に
位
置
す
る
仰
木
は
、
階
段
状
の
棚
田
が
取
り
巻
く
、

世
帯
数
八
〇
一
戸
、人
口
二
、三
三
五
人（
平
成
二
五
年
四
月
一
日
現
在
）

の
、
上
仰
木
、
平
尾
、
辻
ヶ
下
、
下
仰
木
の
四
つ
の
字
か
ら
成
る
大
き

な
農
村
集
落
で
あ
る
。
仰
木
の
集
落
形
成
の
歴
史
は
約
一
二
〇
〇
年
前

に
遡
る
と
言
わ
れ
、
大
津
と
北
陸
を
結
ぶ
西
近
江
路
（
国
道
１
６
１
号

線
）
か
ら
西
へ
分
岐
し
、
若
狭
街
道
、
い
わ
ゆ
る
鯖
街
道
へ
と
抜
け
る

間
道
「
仰
木
道
」
の
途
中
に
発
達
し
た
。
東
塔
、
西
塔
と
並
ぶ
比
叡
山

三
塔
の
ひ
と
つ
、
横よ

川か
わ

へ
の
登
り
口
に
当
た
る

P

辻ヶ下

下仰木

仰木の里

仰木の里東

奥比叡ド
ライブウ

ェイ

奥比叡ド
ライブウ

ェイ

●おごと温泉駅●おごと温泉駅

●雄琴 I.C●雄琴 I.C

成安
造形
大学

文

文

文

文

文
小椋神社

滝壷神社

伊
香
立
・
浜
大
津
線

伊
香
立
・
浜
大
津
線

明川橋

県道 (
仰木道

）
県道 (

仰木道
）

至 大津

J
R
湖
西
線

J
R
湖
西
線

国
道
1
6
1
号
線

国
道
1
6
1
号
線

N

県道 (雄琴道
）

県道 (雄琴道
）

湖
西
バ
イ
パ
ス

湖
西
バ
イ
パ
ス

比叡山

棚田桜

桜公園

仰木小
仰木市民センター

仰木太鼓会館

天神川

至 比叡山延暦寺

大倉川

大倉橋

豊川橋

千坊橋

明川橋

御呂戸川

雄琴川

落合橋

馬蹄形の棚田

至 堅田至 堅田

仰木
大津市

地図作成　大原 歩

棚田桜

桜公園

仰木小
仰木市民センター

仰木太鼓会館

天神川至 仰木峠
　・大原

至 比叡山延暦寺

大倉川

大倉橋

豊川橋

千坊橋

明川橋

御呂戸川

雄琴川

落合橋

馬蹄形の棚田

小椋神社

滝壷神社

平尾

小屋建設場所小屋建設場所

小字「八王寺」

上仰木

小字「八王寺」

図１：建設地と仰木全体地図（大原作図）
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動
の
あ
り
方
を
模
索
し
始
め
て
い
る
。

〔
註
２
〕
上
仰
木
土
地
改
良
区
に
よ
る
基
盤
整
備
促
進
事
業
（
ほ
場
整
備
）

／
二
〇
〇
二
年
に
認
可
を
受
け
て
ほ
場
の
整
備
事
業
を
開
始
し
、
二
〇 

一
〇
年
に
竣
工
し
た
。
整
備
実
施
面
積
は
四
五
・
七
ha
。
急
峻
な
傾
斜

地
に
つ
く
ら
れ
た
棚
田
は
整
備
か
ら
は
ず
さ
れ
た
が
、
今
回
の
建
設
地

で
あ
る
小
字
八
王
寺
の
一
画
は
そ
の
一
部
に
当
た
る

〔
註
３
〕
八
王
寺
組
の
組
織
構
成
：
会
長
一
名
、副
会
長
二
名
、事
務
局
（
幹

事
一
一
名
、
相
談
役
、
監
事
、
指
導
員
各
二
名
）、
顧
問
（
仰
木
学
区

自
治
連
合
会
長
・
上
仰
木
自
治
会
長
・
上
仰
木
農
業
組
合
長
・
辻
ヶ
下

自
治
会
長
・
辻
ヶ
下
農
業
組
合
長
）

参
考
文
献
・
資
料

　

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
仰
木
自
然
文
化
庭
園
構
想 

八
王
寺
組
」http://

kam
iogi.jp/

　

・「
中
山
間
地
稲
作
経
営
へ
の
模
索
―
仰
木
自
然
文
化
庭
園
構
想
八
王

寺
組
の
活
動
に
つ
い
て
」（「
近
江
米
情
報
」
第
44
巻
第
４
号
～
通
巻

２
２
２
号
、
近
江
米
振
興
協
会
発
行　

http://w
w

w
.ohm

im
ai.jp/

new
s/koho_file/222.pdf

）

一-
二　

ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
と
八
王
寺
組
（
担
当
：
大
岩
）

　

ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
（straw

-bale

）
と
は
直
方
体
に
圧
縮
し
た
藁
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
ん
で
壁
を
つ
く
り
、
土
を

第
一
章
　
上
仰
木
地
区
に
お
け
る
里
山
再
生
の
試
み�

一-
一　

仰
木
の
里
山
と
八
王
寺
組
（
担
当
：
大
原
）

　

仰
木
地
区
を
構
成
す
る
四
つ
の
字
の
中
で
、
比
叡
山
に
最
も
近
く
標
高

が
高
い
位
置
に
あ
る
上
仰
木
。
二
〇
〇
二
年
か
ら
八
年
か
け
て
棚
田
の
約

七
割
が
ほ
場
整
備
さ
れ
た
が
、
急
峻
な
山
間
地
に
あ
る
一
部
の
棚
田
は
対

象
外
と
さ
れ
た
た
め
一
部
残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
研
究
対
象
で
あ
る
八

王
寺
山
周
辺
も
昔
な
が
ら
の
棚
田
が
残
さ
れ
た
地
区
で
あ
る
〔
註
２
〕。

　
「
仰
木
自
然
文
化
庭
園
構
想
八
王
寺
組
（
以
下
八
王
寺
組
／
会
長
：
上

坂
雅
彦
）」
は
、
農
業
組
合
員
と
農
業
組
合
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
り
、
荒
れ
た
耕

地
に
公
園
や
果
樹
園
を
つ
く
る
な
ど
自
分
た
ち
が
思
い
描
く
田
ん
ぼ
の
あ

り
方
を
話
し
合
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
構
想
が
練
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

そ
の
提
案
を
受
け
た
上
仰
木
・
辻
ヶ
下
地
区
が
地
域
ぐ
る
み
で
農
村
活
性

化
委
員
会
を
組
織
、
二
〇
〇
七
年
二
月
に
発
足
し
、
活
動
の
中
心
地
で
あ

る
字
名
か
ら
「
八
王
寺
組
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
構
成
員
は
三
五
名
。
中

心
メ
ン
バ
ー
は
四
〇
～
五
〇
歳
代
で
、
農
業
従
事
者
と
し
て
は
若
手
に
当

た
る
〔
註
３
〕。

　

当
初
は
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
た
め
の
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
た
が
、
滋
賀
県
が
取
り
組
む
棚
田
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事

業
の
一
つ
で
あ
る
「
棚
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
受
入
れ
（
平
成
二
一
年
度

～
）
と
「
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
を
軸
に
活
動
を
開
始
（
平
成
二
二
年
度

～
）
し
た
。
生
産
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
生
活
の
場
と
し
て
の
棚
田
を
取

り
戻
す
活
動
と
し
て
、
都
市
住
民
の
協
力
を
得
た
持
続
的
な
棚
田
保
全
活
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稲藁のストローベイル

塗
っ
た
建
築
が
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
（straw

-bale house

）
で
、

十
九
世
紀
後
半
に
森
林
の
少
な
い
北
米
の
牧
草
地
帯
に
移
住
し
た
入
植
者

が
、
不
足
す
る
材
木
の
代
わ
り
に
最
も
身
近
な
素
材
で
あ
る
麦
藁
や
干
草

を
ブ
ロ
ッ
ク
に
し
て
家
を
建
て
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
お
よ
そ
二
五
年

ほ
ど
前
か
ら
そ
の
価
値
が
見
直
さ
れ
、
今
や
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
持

続
可
能
な
建
築
（
二-
二-

三
参
照
）
の
代
表
格
と
し
て
、
北
米
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
始
め
、
ア
ジ
ア
、
ロ
シ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
世
界
各

地
に
広
が
っ
て
い
る
。
私
は
一
九
九
九
年
よ
り
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ

ス
の
研
究
を
始
め
、
国
内
で
の
普
及
を
め
ざ
し
て
全
国
各
地
で
講
演
活
動

や
建
設
に
向
け
た
一
般
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
き
た
。

　

地
元
で
の
活
動
を
広
げ
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
造
す
る
た
め
の

体
制
づ
く
り
を
進
め
る
八
王
寺
組
に
と
っ
て
、
交
流
拠
点
の
建
設
は
大
き

な
目
標
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
七
年
、
発
足
直
後
の
八
王
寺
組
か

ら
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
に
関
す
る
講
演
依
頼
が
き
た
。
同
年
十
一

月
に
上
仰
木
自
治
会
館
で
行
っ
た
「
八
王
寺
山
を
考
え
よ
う
～
藁
の
家
で

ま
ち
興
し
～
」（「
上
仰
木
農
業
組
合
お
は
な
し
会
」
仰
木
自
然
文
化
庭
園

構
想
八
王
寺
組
主
催
）
と
題
す
る
講
演
会
を
き
っ
か
け
に
、
二
〇
一
二
年

の
着
工
と
自
力
建
設
に
向
け
た
準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。
建
設

用
地
も
決
ま
り
、
八
王
寺
組
と
の
具
体
的
な
打
合
せ
と
現
地
調
査
が
始

ま
っ
た
の
は
二
〇
一
二
年
三
月
で
あ
る
。
同
年
四
月
か
ら
小
屋
の
計
画
案

作
成
に
取
り
か
か
っ
た
。

ベイラー（圧縮梱包機）付きトラクターで広いほ場を
走ってストローベイルを作る

ストローベイル・ハウス（大岩設計、2004、山梨）ストローベイル・カフェ（大岩設計、2001、東京）
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仰木道から八王寺山を望む。円内が建設地右手小さな社の手前の山桜と手前の公衆便所との間の
スペースが建築予定地

敷地の南端からの雄大な眺め。眼下に棚田。遠く琵琶
湖を望む

建設地での地鎮祭。中央に八王寺組会長の上坂雅彦氏、
後方が棟梁の暉彦氏（雅彦氏父）

第
二
章
　
施
設
概
要
（
担
当
：
大
岩
）�

二-
一　

建
設
地
と
建
物
の
配
置　

　

建
設
地
は
、
元が

ん

三ざ
ん

大だ
い

師し

の
石
造
道
標
が
あ
る
京
都
大
原
に
至
る
仰
木
道

と
横よ

川か
わ

へ
の
登
り
口
と
の
分
岐
点
〔
註
１
参
照
〕
の
南
側
の
、
ひ
と
き
わ
目
立

つ
小
山
の
よ
う
な
高
台
に
位
置
し
て
い
る
。
標
高
約
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
、

南
縁
を
桜
に
縁
取
ら
れ
た
東
西
に
細
長
い
敷
地
は
、
八
王
寺
山
の
森
を
北

に
控
え
、
眺
望
が
南
に
大
き
く
開
け
て
い
る
。
急
峻
な
崖
に
接
し
た
敷
地

の
南
縁
か
ら
は
、
眼
下
に
昔
な
が
ら
の
小
さ
な
棚
田
が
重
な
る
よ
う
に
広

が
り
、
そ
の
先
に
遠
く
琵
琶
湖
か
ら
対
岸
ま
で
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

施
設
の
配
置
計
画
は
、
以
前
よ
り
敷
地
内
に
あ
っ
た
公
衆
便
所
と
ご
神

体
の
な
い
社
、
敷
地
の
ほ
ぼ
中
央
の
一
本
の
山
桜
の
位
置
を
考
慮
し
、
雄

大
な
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
敷
地
形
状
を
生
か
し
た
、
南
に
開
い
た
建
築
と

し
て
構
想
し
た
。
住
所
は
滋
賀
県
大
津
市
仰
木
二
丁
目
字
八
王
寺

一
一
六
二
番
（
地
目
は
田
）。
地
籍
一
、一
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
（
水
路
部

分
九
・
九
一
平
方
メ
ー
ト
ル
含
む
）
の
う
ち
、
建
物
を
含
む
一
八
六
・
三
平

方
メ
ー
ト
ル
の
エ
リ
ア
を
対
象
に
大
津
市
農
林
水
産
課
に
用
途
変
更
届
を

提
出
、「
農
業
用
倉
庫
」
と
し
て
申
請
し
た
。
認
可
が
下
り
た
の
は

二
〇
一
二
年
九
月
。
九
月
二
二
日
に
地
鎮
祭
を
行
い
、
十
月
に
着
工
し
た
。
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二-

二　

建
築
の
目
的
と
概
要

二-
二-
一　

施
設
の
目
的

　

八
王
寺
組
は
、
棚
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
や
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制

度
等
の
保
全
活
動
を
精
力
的
に
推
進
し
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
、
大
津
市

内
を
中
心
に
京
都
、
大
阪
等
の
都
市
部
か
ら
の
参
加
が
増
加
し
、
里
山
保

全
活
動
を
通
じ
た
地
域
交
流
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
本
施
設
は
法
的
に

は
農
業
小
屋
で
あ
る
が
、
単
に
棚
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
休
憩
場
所

や
農
具
等
の
収
納
場
所
と
し
て
の
機
能
を
越
え
た
、
地
域
交
流
の
拠
点
と

し
て
の
多
様
な
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
地
域
住
民
の
た
め
の
お
月
見
会
や
映
画
上
映
会
、
餅
つ
き
、

縄
縫
い
教
室
（
注
連
縄
づ
く
り
）
を
始
め
、
草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
参

加
す
る
代
わ
り
に
学
生
た
ち
に
場
を
提
供
す
る
貸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
さ
ら
に

は
地
域
住
民
と
都
市
住
民
、
学
生
に
よ
る
交
流
会
等
の
様
々
な
利
用
が
考

え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
り
な
が
ら
地

域
の
活
動
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
た
め
の
多
目
的
な
機
能
で
あ
る
。
棚
田

の
消
失
に
歯
止
め
を
か
け
る
手
立
て
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
同
時
に
今
後

の
農
業
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
不
可
欠
な
文
化
的
機
能
で
あ
る
と
い
え

る
。

二-

二-

二　

建
築
概
要

　

建
物
の
構
造
は
在
来
木
造
軸
組
構
造
平
屋
建
て
で
、間
口
五
間（
九
メ
ー

ト
ル
）
×
奥
行
二
間
（
三
・
六
メ
ー
ト
ル
）
の
東
西
に
長
い
長
方
形
平
面

を
も
つ
。
屋
根
は
眼
下
に
広
が
る
南
の
眺
望
を
意
識
し
、
北
か
ら
南
に
下

が
る
片
流
れ
と
し
た
。
南
面
に
は
間
口
五
間
、
奥
行
四
尺
ほ
ど
の
広
い
庇

ひ
さ
し

下
の
外
部
空
間
を
設
け
た
。
こ
こ
は
山
桜
の
根
元
に
設
け
た
デ
ッ
キ
と
共

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
縁
の
ス

ペ
ー
ス
で
あ
る
。

　

室
内
は
、
予
測
さ
れ
る
多
様
な
機
能
に
対
応
で
き
る
広
い
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
と
農
機
具
等
を
収
納
す
る
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
、
一
続
き
の
三た

和た

土き

で
連
結
し
て
い
る
。
入
っ
て
正
面
の
壁
は
土
で
仕
上
げ
た
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ

ル
で
、上
部
に
は
北
側
の
森
が
望
め
る
通
風
用
の
高
窓
が
あ
る
。ス
ト
ロ
ー

ベ
イ
ル
の
壁
は
そ
の
厚
み
（
四
七
セ
ン
チ
）
を
利
用
し
て
二
つ
の
ニ
ッ
チ

を
設
け
、
ベ
ン
チ
に
し
た
。

　

建
築
面
積
―
四
三
・
二
〇 

平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
三
・
一
坪
）

　

延
床
面
積
―
三
二
・
四
〇 

平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
・
八
坪
）

　

最
高
高
さ
―
三
・
二
三 

メ
ー
ト
ル

　

外
部
仕
上
―
屋
根
：
小
波
鉄
板
葺
き
／
軒
裏
：
野
地
板
杉
（
厚
一
五
）

現
し
／
外
壁
：
焼
杉
板
竪
張
り
／
基
礎
立
ち
上
が
り
：
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
（
※
単
位
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

　

内
部
仕
上
―
床
：
三
和
土
／
壁
：
杉
板
（
厚
一
五
）
竪
張
り
、
一
部
稲

藁
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
（
幅
七
〇
〇
×
奥
行
四
二
〇
×
高
さ

三
一
〇
）
を
シ
ュ
ロ
縄
で
固
定
の
上
、
土
塗
（
厚
五
〇
）

／
天
井
：
野
地
板
杉
（
厚
一
五
）
現
し
／
間
仕
切
壁
：
杉

皮
葺
き　
（
※
単
位
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

　

開
口
部
―
木
製
建
具
／
高
窓
：
ポ
リ
カ
（
小
波
、
透
明
）
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図２：平面配置図

図３：南立面図

図４：断面詳細図図２、３、４：水野和子作図
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二-

二-

三　

ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
建
築
を
つ
く
る
意
義

１
．
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
循
環
型
の
建
築

　

ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
に
は
、
毎
年
必
ず
収
穫
さ
れ
る
稲
藁
や
萱
、
干
草

な
ど
、
身
近
な
場
所
に
生
育
す
る
植
物
を
使
用
す
る
た
め
、
材
料
の
調

達
か
ら
運
搬
、
製
造
、
加
工
の
全
過
程
を
通
じ
て
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
化
石
燃
料
等
）
を
使
わ
ず
に
建
設
で
き
る
資
源
効
率
に
優
れ
た
素
材

で
あ
る
。
ま
た
、
藁
は
古
く
か
ら
日
本
の
生
活
文
化
の
リ
サ
イ
ク
ル
素

材
の
主
役
と
し
て
、
本
来
的
に
廃
棄
と
は
無
縁
の
、
最
後
は
大
地
に
還

る
循
環
型
の
持
続
可
能
な
素
材
で
あ
る
。

２
．
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
建
築

　

藁
と
土
で
で
き
た
厚
い
壁
に
は
高
い
断
熱
性
と
蓄
熱
性
が
あ
り
、
熱

効
率
に
優
れ
て
い
る
。
ま
た
合
板
や
ボ
ー
ド
類
を
使
わ
な
い
こ
の
壁
は

調
湿
性
に
も
優
れ
、壁
が
湿
気
調
節
を
す
る
。太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ

て
室
内
の
温
熱
環
境
を
調
節
す
る
の
で
エ
ア
コ
ン
へ
の
依
存
を
減
ら
し
、

木
質
系
燃
料
（
バ
イ
オ
マ
ス
）
に
よ
る
暖
房
へ
の
道
を
開
く
。

３
．
健
康
に
よ
い
建
築

　

優
れ
た
調
湿
性
は
室
内
環
境
を
良
好
に
保
つ
の
で
健
康
に
も
良
い
。

有
害
な
化
学
物
質
を
使
わ
な
い
の
で
身
体
へ
の
負
荷
が
小
さ
い
。
遮
音

性
も
高
く
、
室
内
は
清
浄
な
空
気
と
静
け
さ
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

４
．
人
と
人
を
つ
な
ぐ
建
築

　

ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
は
建
主
が
率
先
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
企
画
す
る
。
中
で
も
藁
積
み
と
土
塗
り
の
工
程
は
、
大
人
や
子
供
、

地
域
住
民
や
素
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
主
的
に
施
工
に
参
加
す
る
こ

図５：小屋伏図図５：水野和子作図
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と
が
で
き
る
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
生
み
、
建
物
へ
の
愛
着
を
育
み
、

も
の
づ
く
り
の
喜
び
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
地
域
住
民
に
愛
さ

れ
る
、
地
域
に
根
ざ
し
た
建
築
を
可
能
に
す
る
。

５
．
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
建
築

　

ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
は
材
木
と
稲
藁
を
中
心
に
、
土
、
石
、
竹
、

ヨ
シ
、
萱
な
ど
の
、
地
域
に
固
有
の
素
材
を
組
み
合
わ
せ
、
地
元
の
職

人
た
ち
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
知
恵
と
伝
統
的
な
技
術
を
取
り
入
れ
て
つ

く
る
。
地
域
を
見
つ
め
直
す
建
築
と
し
て
、
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し

と
地
場
産
業
の
創
出
、
地
域
活
性
化
へ
の
道
を
開
く
。

図６：室内展開図（北面）

図７：ストローベイル壁のつくり方

図７：水野和子作図

図６：大岩作図
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P

辻ヶ下

下仰木

仰木の里

仰木の里東

奥比叡ド
ライブウ

ェイ

奥比叡ド
ライブウ

ェイ

●おごと温泉駅●おごと温泉駅

●雄琴 I.C●雄琴 I.C

成安
造形
大学

文

文

文

文

文
小椋神社

滝壷神社

伊
香
立
・
浜
大
津
線

伊
香
立
・
浜
大
津
線

明川橋

県道 (
仰木道

）
県道 (

仰木道
）

至 大津

J
R
湖
西
線

J
R
湖
西
線

国
道
1
6
1
号
線

国
道
1
6
1
号
線

N

県道 (雄琴道
）

県道 (雄琴道
）

湖
西
バ
イ
パ
ス

湖
西
バ
イ
パ
ス

比叡山

棚田桜

桜公園

仰木小
仰木市民センター

仰木太鼓会館

天神川

至 比叡山延暦寺

大倉川

大倉橋

豊川橋

千坊橋

明川橋

御呂戸川

雄琴川

落合橋

馬蹄形の棚田

至 堅田至 堅田

仰木
大津市

地図作成　大原 歩

棚田桜

桜公園

仰木小
仰木市民センター

仰木太鼓会館

天神川至 仰木峠
　・大原

至 比叡山延暦寺

大倉川

大倉橋

豊川橋

千坊橋

明川橋

御呂戸川

雄琴川

落合橋

馬蹄形の棚田

小椋神社

滝壷神社

平  尾

小屋建設場所小屋建設場所 上仰木

←

土

竹

藁

木

図８：素材採集地（大原作図）

第
三
章
　
施
設
の
素
材
（
担
当
：
大
岩
）�

三-
一　

里
山
の
素
材 

　

日
本
は
森
林
国
で
あ
る
が
、
相
当
量
の
木
材
が
余
っ
て
い
る
の
に
ほ
と

ん
ど
使
わ
ず
、
必
要
な
建
設
用
木
材
の
大
部
分
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
間
伐
も
さ
れ
ず
、
放
置
さ
れ
た
ま
ま
荒
廃
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
里
山
の
自
然
環
境
が
あ
る
。
建
築
用
建
材
が
地
域
の
田
ん

ぼ
や
雑
木
林
、
竹
藪
や
水
辺
と
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
こ
と
は
、
景
観

も
含
め
た
里
山
環
境
の
再
生
に
欠
か
せ
な
い
。
本
研
究
で
は
森
の
間
伐
材
、

棚
田
の
稲
藁
、
放
置
状
態
に
あ
る
竹
、
土
な
ど
の
地
元
の
素
材
を
建
材
と

し
て
活
用
し
、
伝
統
技
術
に
精
通
す
る
地
域
住
民
と
協
力
し
て
つ
く
る
こ

と
を
重
点
課
題
に
し
た
。

地域の素材（土、木、藁）でできている仰木の旧家
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三-

二　

素
材
の
採
取
と
加
工

三-

二-

一　

土

採
取
場
所
：
上
仰
木
小
字
北
谷
の
休
耕
田

　

二
〇
一
二
年
六
月
二
四
日
に
八
王
寺
組
と
成
安
造
形
大
学
学
生
、
大
岩
、

大
原
が
共
同
で
荒
土
を
つ
く
っ
た
。

三-

二-

二　

稲
藁
と
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル

収
穫
場
所
：
平
尾
地
区
、
上
坂
暉
彦
氏
の
ほ
場

　
　
　
　
　

上
仰
木
地
区
八
王
寺
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
の
ほ
場

　

二
〇
一
二
年
九
月
一
日
に
八
王
寺
組
、
成
安
造
形
大
学
学
生
、
大
岩
、

大
原
が
共
同
で
稲
刈
を
し
た
。
収
穫
後
、
同
ほ
場
に
て
稲は

架さ

を
組
み
、
稲

架
掛
け
に
よ
る
天
日
乾
燥
を
行
っ
た
。
後
日
、
八
王
寺
組
が
収
穫
し
た
稲

藁
を
ト
ラ
ッ
ク
で
愛
知
県
弥
富
市
に
運
び
、
ベ
イ
ラ
ー
（
干
草
用
圧
縮
梱

土を採取する八王寺組のメンバー

土に藁スサを混ぜて荒土作り

１／稲刈３／稲架掛け

２／稲架作り４／干した藁は乾燥後ストローベイルにする
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包
機
）
を
借
り
て
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
を
製
造
し
た
。
今
回
施
設
に
使
用
し

た
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
は
計
四
三
個
で
あ
っ
た
。

三-
二-
三　

木

伐
採
地
：「
上
仰
木
辻
ヶ
下
生
産
森
林
組
合
」
が
管
理
す
る
小
字
大
久
保

の
共
有
林
／
伐
採
者
：
八
王
寺
組

　

上
仰
木
と
辻
ヶ
下
に
よ
っ
て
共
同
運
営
さ
れ
る
「
上
仰
木
辻
ヶ
下
生
産

森
林
組
合
」
が
、
山
の
健
全
な
育
成
を
目
的
に
管
理
し
て
い
る
共
有
林
の

杉
と
ヒ
ノ
キ
を
使
用
し
た
。
土
台
と
柱
に
は
ヒ
ノ
キ
を
、
筋す

じ

違か
い

、
間
柱
、

垂
木
に
は
杉
を
使
用
。
梁
、
桁
、
母
屋
に
つ
い
て
は
予
算
の
都
合
上
や
む

な
く
輸
入
材
（
米
松
）
を
使
用
し
た
。
二
〇
一
二
年
十
二
月
九
日
と
一
五

日
の
両
日
、
棟
梁
（
上
坂
暉
彦
氏
）
と
八
王
寺
組
会
長
（
上
坂
雅
彦
氏
）

の
指
導
の
下
、
成
安
造
形
大
学
学
生
、
大
岩
、
大
原
、
外
部
参
加
者
に
よ

り
、
構
造
材
の
刻
み
作
業
（
ホ
ゾ
穴
加
工
）
を
行
っ
た
。
二
〇
一
三
年
一

月
二
七
日
に
建
設
地
へ
の
資
材
搬
入
作
業
を
合
同
で
行
い
、
上
棟
を
迎
え

た
。

材木を伐り出した共有林（円内）

八王寺組会長より鑿の使い方についての指導を受ける

鑿でホゾ穴を掘る棟梁



16里山環境の再生モデルとしてのストローベイル・ハウスの可能性

１／建設地への道が狭くて大型重機が入らないため、
人力で資材搬入

２／上棟は八王寺組のメンバーで

３／無事に上棟を終え、全貌を現した農業小屋

三-

二-

四　

竹

伐
採
地
：
上
仰
木
地
区
放
棄
耕
作

地
周
辺
の
竹
林
／
伐
採
者
：
八
王

寺
組

竹の伐採地（円内）
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第
四
章
　
自
力
建
設
の
概
要
（
担
当
：
大
原
）�

四-
一　

自
力
建
設
の
意
義

　

本
研
究
で
は
、
建
設
現
場
周
辺
の
自
然
環
境
、
伝
統
文
化
と
技
術
、
暮

ら
し
の
か
た
ち
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
調
査
し
、
計
画
案
作
成

作
業
を
進
め
て
き
た
。
八
王
寺
周
辺
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
始
ま
り
、

仰
木
祭
の
見
学
、雄
琴
川
で
の「
生
き
物
観
察
会
」（
仰
木
を
守
る
会
主
催
）

へ
の
参
加
、
建
材
の
元
に
な
る
素
材
の
採
集
作
業
（
第
三
章
三-

二
参
照
）、

木
材
の
刻
み
、
上
棟
、
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
積
み
・
土
塗
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
っ
た
。

　

中
で
も
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
積
み
・
土
塗
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
地
元

の
農
業
組
合
の
四
〇
～
五
〇
代
の
若
い
世
代
や
、
優
れ
た
伝
統
技
術
に
精

通
す
る
地
域
の
職
人
た
ち
、
そ
し
て
地
域
を
超
え
て
、
大
学
、
棚
田
オ
ー

ナ
ー
、
棚
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
な
ど
に
広
く
声
を
か
け
、
連
携
し
つ

つ
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
仰
木
で
行
わ
れ
て
き
た
田
仕
事
や
屋
根
葺
き
、

道
普
請
な
ど
で
近
所
が
協
働
し
、
作
業
も
材
料
も
持
ち
つ
持
た
れ
つ
で
補

い
合
う
「
結ゆ

い

」
の
精
神
を
思
わ
せ
た
。
八
王
寺
組
会
長
の
上
坂
雅
彦
氏
が

参
加
者
へ
の
挨
拶
の
中
で
言
わ
れ
た
、「
こ
れ
は
現
代
版
の
“
結
”
だ
と

思
う
。
た
く
さ
ん
の
人
の
気
持
が
つ
な
が
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
」
と

い
う
言
葉
に
、
本
研
究
を
通
し
て
、
里
山
で
現
在
起
き
て
い
る
様
々
な
問

題
に
向
き
合
っ
て
い
く
た
め
の
、
求
心
力
の
あ
る
拠
点
が
生
ま
れ
た
こ
と

を
感
じ
た
。

素材を探して仰木をフィールドワーク

仰木の子供たちと一緒に生き物観察会に参加活動の意義を伝える八王寺組会長の上坂氏
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四-

二　

ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
積
み
と
土
塗
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

四-

二-

一　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
概
要

　

平
成
二
五
年
八
月
十
七
日
（
土
）、
十
八
日
（
日
）
の
二
日
間
、
小
屋

の
内
部
に
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
の
壁
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

主
催
は
八
王
寺
組
、
共
催
が
成
安
造

形
大
学
。
総
参
加
者
数
は
延
べ
八
七

名
（
一
日
目
四
七
名
、
二
日
目
四
〇

名
）。
成
安
造
形
大
学
か
ら
は
学
生

七
名
、
近
江
学
研
究
所
研
究
員
五
名
、

職
員
二
名
の
計
十
四
名
が
参
加
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
指
導
は
、
日
本

大
学
に
て
環
境
建
築
を
研
究
し
、
ス

ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
数
多
く
手
が
け
る
カ
イ

ル
・
ホ
ル
ツ
ヒ
ュ
ー
タ
ー
氏
〔
註
４
〕

に
依
頼
し
た
。

〔
註
４
〕
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
生
れ
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州Slippery Rock U

niver-sity

大
学
院
博
士
前
期
課
程
終
了
。
日

本
大
学
大
学
院
生
物
資
源
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
終
了
。
現
在
、

日
本
大
学
糸
長
浩
司
研
究
室
研
究
生
。
研
究
テ
ー
マ
は
「
ス
ト
ロ
ー
ベ

イ
ル
建
築
の
温
湿
度
環
境
と
壁
内
湿
気
対
策
」。日
本
各
地
で
ス
ト
ロ
ー

ベ
イ
ル
構
法
の
指
導
や
左
官
工
事
に
従
事

四-

二-

二　

作
業
詳
細

〈
作
業
工
程　

一
日
目
〉

　

一
日
目
の
八
月
十
七
日
（
土
）
は
、
主
に
「
下
地
作
り
と
ス
ト
ロ
ー
ベ

イ
ル
積
み
作
業
」
を
行
っ
た
。
午
前
中
は
八
王
寺
組
と
上
仰
木
農
業
組
合
、

成
安
造
形
大
学
ス
タ
ッ
フ
が
午
後
か
ら
行
う
一
般
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
準
備
を
進
め
た
。

（
１
）
材
料
準
備

①
作
業
材
料
（
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
土
等
）
を
運
び
込
む
。
作
業
環
境

を
整
え
る
。

②
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
を
固
定
す
る
た
め
の
竹
串
を
つ
く
る
（
長
さ
五
五

セ
ン
チ
）。

作業方法を解説するカイル氏（△）

藁スサに使う稲藁を搬入する（●）

先をとがらせて竹串をつくる（▲）
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③
土
壁
用
の
藁
ス
サ
を
つ
く
る
。

④
壁
面
デ
ザ
イ
ン
に
合
わ
せ
、
特
注
サ
イ
ズ
の
カ
ス
タ
ム
・
ベ
イ
ル

（custom
 bale

）
を
つ
く
る
。

（
２
）
下
地
づ
く
り

　

木
部
に
塗
る
土
の
付
着
強
度
を
高
め
る
た
め
に
、
藁
縄
や
シ
ュ
ロ
縄

を
木
部
に
巻
き
つ
け
る
。

押切で藁スサを作る（●）

特製ストロー・ニードルにシュロ縄を通し（上）、
ベイルを分割する（下）（△）

（
３
）
土
づ
く
り
（
下
塗
り
用
）

　

腐
葉
土
に
水
と
藁
ス
サ
を
混
ぜ
、

下
塗
り
用
の
土
を
つ
く
る
。
下
地

に
は
藁
ス
サ
を
少
な
め
に
混
ぜ
、

粘
土
質
の
強
い
土
を
つ
く
る
。

ニッチ側面の壁下地作り（○）

杉板に藁縄を巻く（△）

撮影者
　○：穴風　光惠
　●：今井絵理沙
　△：大原　　歩
　▲：永江　弘之

下塗り用の荒土と藁スサを足でこねて混ぜる（△）
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（
４
）
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
積
み

　

竹
串
と
藁
縄
で
木
部
に
ベ
イ
ル

を
固
定
し
な
が
ら
積
ん
で
い
く
。

１／完成した木造部（○）

２／足元の板張りの上に土を薄く塗る。地面からの湿
気を藁壁に伝えないため（▲）

３／土を塗り終えたらベイルを置いていく（○）

４／ベイル１個当たり２本のシュロ縄を背後の横胴縁
に縛り、ベイルを固定する（○）

５／ベイルを固定したら、竹串を2本ずつ２段分打ち
込む（△）

６／ベイルを積み上げる（△）

７／積みあがったベイル
（▲）
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（
５
）
木
部
の
土
塗
り

　

中
塗
り
土
と
の
接
着
剤
代
わ
り

に
な
る
よ
う
に
、
縄
を
巻
い
た
木

部
の
上
か
ら
下
塗
り
用
の
土
を
薄

く
塗
り
つ
け
る
。

〈
作
業
工
程　

二
日
目
〉

　

二
日
目
の
十
八
日
（
日
）
は
主
に

「
土
壁
の
仕
上
げ
作
業
」
を
行
っ
た
。

午
前
中
か
ら
、
一
般
公
開
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
行
っ
た
。

（
１
）
土
づ
く
り
（
中
塗
り
用
）

　

二
層
目
の
土
を
つ
く
る
。
下
塗
り

土
よ
り
も
藁
ス
サ
の
量
を
増
や
す
こ

と
で
強
度
を
高
め
る
。

ニッチ奥の壁を塗る（▲）

（
２
）
中
塗
り
と
壁
の
成
形

①
中
塗
り
用
の
土
を
使
い
、
ベ
イ

ル
と
ベ
イ
ル
の
隙
間
を
埋
め
て

壁
の
形
を
成
形
す
る
。

②
土
壁
の
ク
ラ
ッ
ク
を
防
ぐ
た
め
、

広
い
面
に
は
竹
釘
を
打
ち
込
み
、

シ
ュ
ロ
縄
を
張
り
巡
ら
す
。

荒土に藁スサを混ぜる（△）

（▲）（△）
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（
３
）
土
壁
の
表
現

①
壁
の
中
の
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
を
覗
く
た
め
の
「
真
実
の
窓（truth 

w
indow

）」を
設
置
す
る
。
溝
を
切
っ
た
四
本
の
竹
釘
に
硝
子
を
挟
ん

で
固
定
す
る
。

②
壁
面
右
側
に
レ
リ
ー
フ
を
つ

く
る
。
デ
ザ
イ
ン
は
学
生
か

ら
の
ア
イ
デ
ア
を
採
用
。「
真

実
の
窓
」
を
月
に
見
立
て
、

そ
の
下
に
広
が
る
棚
田
を
有

機
的
な
曲
線
で
表
現
し
た
。

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
領
域

３
年
の
留
学
生
、
ツ
リ
ア
ン

デ
ィ
カ
・
ア
ン
ジ
ャ
ニ
の
デ

ザ
イ
ン
。

（
４
）
仕
上
げ
用
中
塗
り
土
の
土
づ

く
り

　

草
刈
機
で
粉
砕
し
た
藁
ス
サ
を
水

分
を
含
ん
だ
柔
ら
か
い
土
に
大
量
に

混
ぜ
、
三
層
目
の
仕
上
げ
用
の
土
を

つ
く
る
。

真実の窓（truth window）の下地づ
くり（▲）

ツリアンディカ・アンジャニさんのデザインスケッチ
（△）

棚田のレリーフを造形するツリアンディカ・アンジャ
ニさん（●）

（●）
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（
５
）
中
塗
り
土
に
よ
る
仕
上
げ

　

掌
で
表
面
を
撫
で
る
よ
う
に
土
を
塗
り
重
ね
て
い
く
。
光
沢
が
で
て
く

る
。

完成した藁と土の壁（△）

（●）

（●）
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終
わ
り
に
（
担
当
：
大
岩
）�

　

住
ま
い
と
は
も
と
も
と
そ
の
土
地
の
気
候
風
土
で
育
っ
た
材
料
と
、
地

域
に
蓄
積
さ
れ
た
豊
か
な
知
恵
と
技
術
に
よ
っ
て
つ
く
る
も
の
で
あ
り
、

か
つ
て
は
ど
の
地
域
に
も
結ゆ

い

と
呼
ば
れ
る
相
互
扶
助
組
織
が
あ
っ
て
、
家

族
、
親
戚
、
近
所
の
仲
間
が
協
力
し
、
裏
山
か
ら
材
木
や
萱
を
伐
り
出
し

て
家
を
建
て
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
集
落
の
景
観
に
は
地
域
の
素
材
が
生

み
出
す
統
一
感
が
あ
っ
た
。

　

仰
木
の
里
山
に
は
、
建
築
（
家
づ
く
り
）
が
農
的
世
界
と
分
か
ち
難
く

結
び
つ
い
て
い
た
時
代
の
豊
か
な
技
術
の
記
憶
が
、
未
だ
枯
れ
る
こ
と
の

な
い
水
脈
の
よ
う
に
生
き
続
け
て
い
る
。
主
に
藁
と
土
と
木
で
つ
く
る
ス

ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
は
、
そ
う
し
た
地
域
の
記
憶
の
上
に
、
新
し
い

技
術
や
表
現
を
施
し
て
い
く
の
に
最
適
な
建
築
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

本
研
究
は
地
域
を
歩
く
素
材
探
し
か
ら
始
め
、
八
王
寺
組
の
指
導
の
下
、

学
生
た
ち
と
一
緒
に
荒
土
を
作
り
、
稲
を
鎌
で
刈
っ
て
稲
架
（
は
さ
）
に

掛
け
、
彼
ら
が
伐
り
出
し
た
材
木
に
鑿
（
の
み
）
で
ホ
ゾ
を
刻
ん
だ
。
八

王
寺
組
や
棚
田
オ
ー
ナ
ー
と
の
協
同
作
業
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的
は
、

単
な
る
技
術
の
習
得
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
里
山
の
自
然
と
地
域
に
対
す

る
愛
着
と
理
解
を
、
も
の
づ
く
り
を
共
有
し
な
が
ら
深
め
る
こ
と
に
あ
る
。

ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
が
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
結
を
再
生
す
る
ツ
ー

ル
と
し
て
有
効
な
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　

環
境
の
再
生
と
は
、
単
に
自
然
環
境
を
再
生
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。

環
境
の
再
生
は
、
文
化
の
再
生
な
く
し
て
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
人
の

つ
な
が
り
の
構
築
と
棚
田
の
保
全
を
同
時
に
進
め
る
八
王
寺
組
の
試
み
が
、

よ
り
広
範
な
人
々
を
巻
き
込
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
っ
て
根
づ
く
時

（
文
化
の
再
生
）、
仰
木
の
里
山
環
境
の
再
生
も
大
き
く
前
進
す
る
に
違

い
な
い
。
多
く
の
人
々
の
汗
と
地
域
の
記
憶
が
浸
み
込
ん
だ
農
業
小
屋
は
、

そ
の
た
め
の
拠
点
な
の
で
あ
る
。

謝
辞

　

本
学
研
究
所
研
究
員
で
も
あ
る
永
江
弘
之
氏
に
は
、
本
研
究
に
お
け
る

学
生
へ
の
指
導
、
研
究
活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
研
究
の
記
録
撮
影
等
に
対

す
る
ご
協
力
と
心
強
い
励
ま
し
を
い
た
だ
い
た
。
本
学
非
常
勤
講
師
で
あ

る
建
築
家
の
水
野
和
子
氏
に
は
設
計
図
の
作
成
や
現
場
打
合
せ
、
学
生
へ

の
指
導
等
の
、
そ
し
て
カ
イ
ル
・
ホ
ル
ツ
ヒ
ュ
ー
タ
ー
氏
に
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
積
み
・
土
塗
り
指
導
等
の
ご
協
力

を
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
講
師
の
立
場
か
ら
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
八
王
寺
組

上
坂
雅
彦
会
長
と
上
坂
暉
彦
棟
梁
は
じ
め
八
王
寺
組
の
方
々
に
は
、
学
生

へ
の
熱
心
な
指
導
と
研
究
活
動
へ
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
深
く
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
。
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